新 劇界の 昨今 



1 干 田國士 



十 年 前 (つまり 震災 直後) の 新 劇界 は、 戯曲の 方面 

から 見ても 舞台の 実際 運動の 方面から 見ても、 確かに 

華やかな 時代であった といへ るが、 その 時代 は 新劇と 

いふ もの は、 まだ 西洋 劇あって の 新劇であった。 西洋 

の 新しい 演劇的な 傾向が つぎつぎに 紹介され て、 その 

目 新ら しさで 新 劇界 一 般が ともかく 生命 を繫 いで ゐた 

とい ふ 状態であった。 

作家の 側で もさう いふ 風に、 外国から 入って 来る い 

ろん な 目新しい 作品に 直接 間接 影響 さ れ剌激 されて、 



これらの 諸君 は 幸 ひ 一団と なって、 新しい 演劇の 指 

導 原理の 発見に 努力し、 その 実践に 汲々 として ゐ るか 

ら、 その 結果が やがて 大きな 実 を 結んで くれる こと を 

祈って ゐる。 (談) ( 一 九 三 四 • 一 ) 
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